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２０２６年５月 全国百貨店売上高概況 
２０２６年６月２５日 

Ⅰ．概 況  
 

１．売上高総額            ４，６８３億円余 

２．前年同月比（増減率）  

（１）全  国            ８.３％（店舗数調整後／５か月連続プラス） 

   ①１０都市（10 地区）       ９.８％（店舗数調整後／５か月連続プラス） 

   ②１０都市以外（7 地区）  ３.１％（店舗数調整後／７か月ぶりプラス） 

（２）国  内         ７.４％（店舗数調整後／１０か月連続プラス） 

（３）インバウンド（免税売上） １６.７％（店舗数調整後／３か月連続プラス）※ 

 
   ※インバウンド（免税売上）は、別紙「免税売上高・来店動向」参照 

【特 徴】 
5月の売上高は8.3％増と前月から3.1ポイント上昇し、5か月連続で前年実績を上回った。

インバウンド売上が前月に続き二桁増と高伸したほか、国内顧客売上も 7.4％増と好調に推

移した。休日日数が前年より 2 日増加したことに加え、株高や円安等を背景に宝飾品や時計

等の高額品が大きく伸長した。各社企画の物産展や海外催事等も集客に寄与した。 

インバウンド（免税売上）：売上高 496 億円（16.7％増/シェア 10.6％）と 3 か月連続のプラ

ス。購買客数は 50.3 万人（6.3％減）と 7 か月連続でマイナス。中国を除く各国（香港、台湾、

韓国、マレーシア、シンガポール）は売上・購買客数共に大幅に増加。中国は購買客数が約 3 割減、売

上高は約 5％減。免税売上全体の購買客単価は、円安基調や高額品の価格上昇等を背景に

24.5％増（約 98,000 円）。 

国内市場：7.4％増（シェア 89.4％）と 10 か月連続プラス。10 都市は 8.8％増となり、全地

区で前年実績を上回った。地方（10 都市以外の 7 地区）も 3.1％増と 4 か月ぶりにプラス。 

都市（10 都市）［免税売上含む］： 10 地区全地区プラス。身のまわり品、雑貨は二桁増。 

地方（10 都市以外の 7 地区）［免税売上含む］： 7 か月ぶりに前年を上回り、プラスに転じた。

主要 5 品目中、衣料品を除く 4 品目で前年実績を上回った。 

商品別：主要 5 品目全て前年を上回った。主力の衣料品は、気温上昇に伴いシャツ、カット

ソー、ブラウス等の夏物衣料が好調に推移。身のまわり品は、ラグジュアリーブランドの

バッグや靴等が国内売上・インバウンド売上共に伸長したほか、晴雨兼用傘やサンダルも

堅調。アクセサリーは継続するブライダルニーズから好調。雑貨は宝飾品や時計等、高付

加価値商材が引き続き売上全体を牽引。化粧品もインバウンド需要が寄与し 2 か月連続の

プラス。ゴールデンウィーク期間は、物産展やファミリー向けイベント等の施策により幅

広い顧客層が来店し、買い回りも見られた。 

 

【要 因・その他】 
   (1) 天 候 ： 気象庁発表「５月の天候」の特徴は以下のとおり（一部抜粋） 

    ◇北・東・西日本では、一時的に冷涼な空気の影響を受けた日もあったが、中旬を中心に暖かい空気に覆われやすく、月

平均気温はかなり高かった。日照時間は、東・西日本日本海側でかなり多く、北日本日本海側と北・東・西日本太平洋側

で多かった。月降水量は、東・西日本太平洋側と西日本日本海側で少なく、北・東日本日本海側で多かった。 

(2) 営業日数増減     ３０.７日（前年同月比 －０.２日） 

(3) 土･日･祝日の合計    １３日（  〃    土曜、日曜各１日増） 

  (4) 入店客数増減（回答店舗数で見る傾向値／前年同月比／有効回答数１００店舗） 

     ①増加した：５８店、②変化なし：２３店、③減少した：１９店 

  (5) 調査対象百貨店 ６８社 １７２店 （本年４月対比：±０店）（前年同月比：－２社－６店） 

  (6) 総店舗面積   ４,３４８,２１０㎡ （前年同月比：－３.０％） 
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地　　　区 売上高(千円) 構成比（％）

 全 国 468 ,390 ,357 100 .0 8 .3 (　7 .5 )

10都市 368 ,561 ,058 78 .7 9 .8 (　8 .8 )

札幌 12,594,844 2.7 5.3

仙台 5,996,377 1.3 7.0

東京 142,567,307 30.4 10.9

横浜 29,005,144 6.2 8.6

名古屋 31,786,177 6.8 9.1 ( -1.9)

京都 21,834,175 4.7 12.1

大阪 83,615,794 17.9 8.0

神戸 13,211,404 2.8 10.4

広島 6,803,273 1.5 14.3

福岡 21,146,563 4.5 12.5

10都市以外の地区 99 ,829 ,299 21 .3 3 .1 (　3 .1 )

東北 3,846,989 0.8 -1.5

関東 46,073,329 9.8 3.7

中部 5,632,354 1.2 -1.4

近畿 15,864,004 3.4 5.5

中国 7,223,283 1.5 3.7

四国 5,117,814 1.1 3.4

九州 16,071,526 3.4 1.6 (　1.3)

商　品　別 売上高(千円) 構成比（％）

総　　　　　　　額 468 ,390 ,357 100 .0 8 .3 (　7 .5 )

紳士服・洋品 24,422,972 5.2 4.3 (　3.6)

婦人服・洋品 87,017,285 18.6 6.3 (　5.7)

子供服・洋品 7,474,896 1.6 5.2 (　3.5)

その他衣料品 6,165,128 1.3 2.0 ( -3.6)

衣　　料　　品 125 ,080 ,281 26 .7 5 .6 (　4 .7 )

身のまわり品 85 ,964 ,394 18 .4 16 .6 (　16 .2 )

化粧品 42,924,133 9.2 6.9 (　6.4)

美術・宝飾・貴金属 58,527,879 12.5 19.6 (　19.3)

その他雑貨 12,305,582 2.6 1.3 ( -0.7)

雑　　　　　　貨 113 ,757 ,594 24 .3 12 .4 (　11 .7 )

家　　具 3,709,682 0.8 4.3 (　2.4)

家　　電 2,231,579 0.5 24.6 (　24.6)

その他家庭用品 9,430,549 2.0 -0.2 ( -1.1)

家　庭　　用　品 15 ,371 ,810 3 .3 3 .9 (　2 .8 )

生　鮮　食　品 16,297,417 3.5 -0.2 ( -0.9)

　菓　　子　 31,505,663 6.7 2.4 (　1.6)

　惣　　菜　 26,046,420 5.6 3.5 (　3.1)

その他食料品 28,901,376 6.2 1.5 (　1.0)

食　　　料　　　品 102 ,750 ,876 21 .9 2 .0 (　1 .4 )

食　堂　　喫　茶 10 ,530 ,989 2 .2 4 .8 (　1 .3 )

サ　ー　　ビ　ス 5 ,021 ,533 1 .1 10 .3 (　10 .0 )

そ　　の　　他 9 ,912 ,880 2 .1 12 .1 (　8 .6 )

商　　　品　　　券 4 ,675 ,844 1 .0 -5 .9 ( -6 .3 )

全国百貨店　売上高速報 2026年5月
第１表　　地区別売上高

※店舗数調整後　（　）が調整前
対前年増減(-)率　(%)

※

　対前年増減(-)率　(%)
※

第２表　　商品別売上高

注)　構成比は計算処理上必ずしも100％にはなりません。商品券は総額に含まれません。また、商品券の構成比は、

   総額に対する比率です。本統計には消費税は含まれておりません。

注)　２０２３年２月より、北海道の１店舗を地区区分１０都市の札幌に合算しております。
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Ⅱ．地 区 別 の 動 き  

【地区別売上前年比の寄与度とトレンド】 

地区 
売上前年比 

（増減率） 
寄与度 トレンド 

１０都市 ９.８ ７.６ ５か月連続プラス 

札 幌 ５.３ ０.１ ３か月連続プラス                                                                         

仙 台 ７.０ ０.１ ２か月連続プラス 

東 京 １０.９ ３.２ ５か月連続プラス 

横 浜 ８.６ ０.５ ６か月連続プラス 

名古屋 ９.１ ０.６ １０か月連続プラス 

京 都 １２.１ ０.５ ５か月連続プラス 

大 阪 ８.０ １.４ ３か月連続プラス 

神 戸 １０.４ ０.３ １０か月連続プラス 

広 島 １４.３ ０.２ ５か月連続プラス 

福 岡 １２.５ ０.５ ５か月連続プラス 

10 都市以外の地区 ３.１ ０.７ ７か月ぶりプラス 

東 北 －１.５ －０.０ １０か月連続マイナス＊ 

関 東 ３.７ ０.４ ２か月連続プラス 

中 部 －１.４ －０.０ ３か月連続マイナス 

近 畿 ５.５ ０.２ ３か月連続プラス 

中 国 ３.７ ０.１ ６か月ぶりプラス＊ 

四 国 ３.４ ０.０ ２か月ぶりプラス 

九 州 １.６ ０.１ ９か月ぶりプラス 

   （注 1）北海道、東北、中国、九州については、２００６年１月からそれぞれ札幌、仙台、 

広島、福岡を１０都市に移行した。（２００５年までは６大都市） 

       （注 2）２０２３年２月より、北海道の１店舗を地区区分１０都市の札幌に合算した。 

【前年同月比（増減率）推移】 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2025年
5月

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
2026年
1月

2月 3月 4月 5月

全 国 -7.0 -7.8 -6.2 2.6 1.4 4.3 0.9 -1.1 2.3 1.6 3.2 5.2 8.3

10 都 市 -8.4 -8.5 -6.9 2.9 3.2 5.5 1.2 -0.4 2.9 2.2 4.7 6.9 9.8

10 都市 以外 -1.6 -5.0 -3.4 1.4 -5.2 0.1 -0.2 -3.6 -0.1 -0.9 -1.9 -0.8 3.1

国 内 -0.8 -2.8 -1.8 3.5 1.6 3.9 1.3 0.6 5.5 4.0 3.0 3.7 7.4
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Ⅲ．商 品 別 の 動 き  

 

主要５品目は全てプラスとなり、身のまわり品、雑貨は二桁増となった。 

その他の品目は婦人服・洋品が５か月連続、化粧品が２か月連続、美術・宝飾・貴金属、 

菓子が１０か月連続、その他食料品が７か月ぶりにプラスとなったが、生鮮食品が２６ 

か月連続でマイナスとなった。 

 

【商品別売上前年比の寄与度とトレンド】 

 

商品別 
売上前年比 

（増減率） 
寄与度 トレンド 

総額 ８.３ ― ５か月連続プラス 

紳士服・洋品 ４.３ ０.２ ２か月連続プラス 

婦人服・洋品 ６.３ １.２ ５か月連続プラス 

子供服・洋品 ５.２    ０.１ ３か月ぶりプラス 

その他衣料品 ２.０ ０.０ ２か月連続プラス 

衣料品 ５.６ １.５ ４か月連続プラス 

身のまわり品 １６.６ ２.８ ５か月連続プラス 

化粧品 ６.９ ０.６ ２か月連続プラス＊ 

美術・宝飾・貴金属 １９.６ ２.２ １０か月連続プラス＊ 

その他雑貨 １.３ ０.０ ２か月連続プラス＊ 

雑貨 １２.４ ２.９ １０か月連続プラス 

家具 ４.３ ０.０ ２か月ぶりプラス 

家電 ２４.６ ０.１ ３か月連続プラス 

その他家庭用品  －０.２ －０.０ ２か月ぶりマイナス 

家庭用品 ３.９ ０.１ ３か月連続プラス 

生鮮食品 －０.２ －０.０ ２６か月連続マイナス＊ 

菓子 ２.４ ０.２ １０か月連続プラス＊ 

惣菜 ３.５ ０.２ ８か月連続プラス＊ 

その他食料品 １.５    ０.１ ７か月ぶりプラス＊ 

食料品 ２.０ ０.５ ５か月連続プラス 

食堂喫茶 ４.８ ０.１ ３か月ぶりプラス 

サービス １０.３ ０.１ ２か月連続プラス 

その他 １２.１ ０.２ ６か月連続プラス 

商品券 －５.９ －０.１ ２７か月連続マイナス 

   （注）化粧品、美術・宝飾・貴金属、その他雑貨、生鮮食品、菓子、惣菜、その他食料品に 

     ついては２００６年１月から細分化した。 

 

 

 

お 問 い 合 わ せ は 、 日 本 百 貨 店 協 会  橘 ・ 青 柳  ま で  

TEL 03-3272-1666   ホームページアドレス http://www.depart.or.jp 

 

 

 

 

http://www.depart.or.jp/

